
1．はじめに

現代において多くの人々は、関心の喪失と主体性の欠如（実存的空虚）を特徴とし、人生の意

味を精神的に見出すことができない。従って、過去に基づかず未来も示さない現在の生存におい

て虚無的になったり、神経症的な逃避をしたりしている。

昭和初期の日本で生きる人々は、貧しさゆえに豊かになりたいという「幸福のイメージ」を抱

き続け、空腹や貧困の解消といったビジョンが共通の認識にあった。また、周りの人間とそうし

た共通のイメージを抱き続けることもある種の親和力を生み出し、一種の共同体のなかにいる安

心感も存在していた。そこには、経済的・社会的発展という目標に向かって日々を生き、一生懸

命に働くなどの一定の画一的なライフスタイルが成立していた。

しかし、80年代以降の日本は、社会構造が急激に変化し、脱産業化にともなう消費社会の出

現は、同時に価値観の多様化をもたらした。確実であるはずだった終身雇用などの企業倫理や、

年金制度はすでに確実ではなくなっている。

そのようななかで、現代人は自分の目標は主体的に設定しなければならない。価値観が多様化

する現代社会においては、現代人は自分らしく生きることが可能になり、基本的欲求から自己実

現という欲求へと高度にその地位が押し上げられたのである。

しかし、自分らしい生きかたなど明確に見出すのは容易なことではない。自由な選択肢はたく

さん用意されているものの、その自由さは責任を生じさせるため、生きづらさや苦悩を生み出す。

とくに現代人は、「ただ生きること」ではなく、「よく生きること」を無意識のうちに求めてい

て、その成功、失敗が競争社会を生み出す。こうして、絶え間なく繰り広げられる差異化（個性

化）によって、人間は心理的なフラストレーションや葛藤を抱えながら、自分自身を目的化し、

探究し続けなくてはならなくなる。

このように現代の社会病理には、実存的フラストレーションによるものが少なくない。フラン

クルは、現代人に巣くう「心のむなしさ」を「実存的空虚（das existentielle Vakuum）」と呼ん

でいる（諸富・1997）。実存的空虚とは、大きく二つのタイプに分かれ、一つは突然のアクシデ

ントや挫折によってもたされるもので、「絶望型」のタイプ、もう一つは、とくに大きな悩みが

あるわけではないが、どこかむなしいという空虚感をさす（諸富・1997）。

そのようなものに対して、薬物療法も心理学的説明も本質的には解決にはならない。何故なら
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ば、それは人生観の問題だからであり、従って人生観の立場から扱わなければならない。

本稿では、多くの現代人が実存的空虚に陥っている社会病理から、時代の青年を対象とし、彼

らの消費行動から見た生きかたの変容を臨床社会学的な立場で検証した。

2．「青年期」の位置づけと特徴

2-1　青年期の定義

発達心理学でいう青年期（adolescence）とは、思春期を迎えて、彼らが心理社会的な自立を

とげておとなへ仲間入りするまでの期間であると定義づけられている。思春期は、青年期の一部

であり、青年期の前半の部分に位置する。思春期では、身体的な変化が起きる一方、青年期も後

半に達すると、男性性、女性性に伴った成長、身体的変化はほぼ終了する。しかし、心理社会的

にはまだまだ変化と成長を続けていて、心理的には不安定な状態にある。このように、完全には

おとなとはいえないこのような青年期後期の人々を、とくに若者、ユース（youth）、ヤング

（young）などと呼ぶ。

ミード（Mead, M., 1976）の研究のなかで、南太平洋に散在する島々、たとえばサモア島に住

む未開民族を綿密に調査したものがある。彼女は、そこには文明社会にみられるような青年期ら

しいものは見当たらなかったと報告した。つまりこのユースの存在は、先進国の産物であり、そ

の意味においてサモアには青春はあってもユースはない。

本研究では、現代青年の青年期の定義を広義において解釈し、14、5歳～34歳の約 20年間と

して研究対象とした。なぜなら、一時社会問題になった現代の象徴的な若者の様相としてフリー

ター、ニート現象は、当時は新しく、その対象が同じ 20年間を定めることによる。

2-2　青年期の延長

価値観が多様化した現代において、生きることそのものが多様化しており、どのように自分ら

しくあるがままに生きればいいのかを明確に見いだすことは難しい。青年たちは、労働力の育成

期間とされた学生の時間を越えてなお、「よりいっそうの自己探求」を模索し、モラトリアムを

延長することによって、問題解決されないまま大人になっていく。

青年期が延長したということは、全人口のなかで青年が占める比率がきわめて大きくなったと

いうことである。そうすると、現代社会のなかで文化の担い手としても消費社会の主役としても、

青年たちの役割が大きくなる。しかし実際は、生産にかかわらない大勢の青年を養っていくわけ

で、社会全体としてはそれだけ高い生産性をもっていることは必然となる。つまり青年期の延長

は、社会経済上、彼らを支える社会の技術革新、工業化、情報化などの変化を前提としている。

もちろん、彼ら自身にとってもリスクはある。前後に引き延ばされた青年期は、人間の発達の

なかでの位置づけを曖昧にしてしまう。つまり、本来エリクソンの言う発達課題を後回しにしな

がら、それを清算しないまま次の段階へ移行していくか、もしくは清算されない発達課題を保留
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状態にしながら停滞している状態になってしまう。そういうわけで、社会心理学的な側面から見

ると彼らの生きかたのあり様は、どうしても消極的な見解や言説を招いてしまいがちになる。

かつて産業社会という形態は、それに適合する労働力の育成の必要から、しだいに学校という

教育制度を整備したのであった。もともとは、青年たちを「学生」という位置づけで、社会への

準備段階の場をつくりあげたのである。

こうして制度化された「モラトリアム」の期間、青年たちは自由な遊びと役割実験のなかで、

本来の自分のあるべき姿、すなわち自我同一性（アイデンティティ）を模索する。そして、「自

分とは何か」「自分らしさとは」「自分には何を期待されているのか」「自分の存在価値はあるの

か」などの自問自答を長年に渡って繰り返し続けるのである。つまり、生きる軸と社会の承認を

得ることが青年たちの支えとなり、脱皮するきっかけになるのではないだろうか。

次に青年期を延長する現代青年の生きかたと背後にある政治・経済・時代の文化・教育につい

て検証する。

3．先行研究 ― 現代青年の社会意識と社会的評価のずれ

本研究では、80年代の日本の消費社会がもたらした人間への影響や人間観の違いについて、

その前後の 1960年から現代に至る五世代の若者たちに焦点をおいた。さまざまな場面で両極の

時代を生きた世代がひとつの「家族」として価値観を共有することによって、何が違い、そして

葛藤が起きるのか、そこに現代青年の実存的空虚、いわゆる生きづらさの理由が伺えるのではな

いかと考えた。以下、日本経済新聞（電子版 https://www.nikkei.com/ 2016年 4月 12日夕刊

「サラリーマン世代論」）による世代論を表す。

【団塊世代（1947〜49 年生まれ）】

命名者は当時、経済企画庁の官僚だった堺屋太一氏である。オイルショック後の日本経済が

団塊世代の加齢とともにどのように変容するかを描いた未来予測小説の題名が広まった。

戦後生まれの 1期生である彼らの社会人デビューは 70年前後で、企業が高度経済成長の

まっただなかにある一方で、親世代に生活の余裕はなく、若者たちは自分で生計を立てるこ

とを迫られた。仕事は生きる手段であり、会社から与えられるもの、指示されるものだった

といえる。とはいえ、企業が右肩上がりで成長するなかで仕事の手応えは大きい。「頑張れ

ば報われる」という実感が強く、未開の市場を自分たちが開拓してきたという自負も強い。

経済環境が変化した後もその意識が消えず、下の世代から「声が大きい」「押しが強い」と

煙たがられることもある。

家族を顧みず、いわゆる「社畜」的な働き方も特徴の 1つである。第 1次ベビーブームに生

まれ、世代人口が圧倒的に多く、雇用や消費、教育などにも大きな影響を与えた。

【新人類（1950 年代後半〜64 年生まれ）】
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学生運動が下火になった時期に成人を迎え、政治的無関心が広まった時代の若者たち（＝し

らけ世代）を挟んで、登場したのが「新人類」である。1985年に「朝日ジャーナル」が

「新人類の旗手たち」という連載記事を発表し、翌年に新語・流行語大賞に選ばれた。

1979年に始まった「共通 1次試験」という一律のハードルを飛び越えた世代で、マンガや

アニメ、テクノポップなどを嗜好し、インベーダーゲームが大流行した。元祖サブカル世代

とされ、一風変わった若者たちという趣旨で語られた。

しかし、彼らが世に出たころは「ジャパン・アズ・ナンバーワン」と言われ、日本企業の国

際的な地位が高まり、ビジネス環境が成熟してきた時代であった。団塊が市場開拓を担った

世代とすれば、新人類は量的拡大を求められた世代であり、スマートに段取りよく PDCA

（計画、実行、評価、改善）を回せることが優秀とされた。このため、団塊世代に比べると

調整型でこじんまりとした印象がある。拡大一辺倒だった 1960年代のアンチテーゼとして

「猛烈からビューティフルへ」というコピーが話題になったが、日本企業が絶頂期を迎える

なか仕事量は膨大でビューティフルとは言いがたい働きかたが続いた。

【バブル世代（1965〜69 年生まれ）】

サラリーマンの働きかたが大きく変わるきっかけとなったのがバブル景気であった。実際の

日本経済は成熟していたのにプラザ合意後、大量の資金が国内に流入し、企業が不動産や事

業開発に資金をつぎ込むいびつな状況が生まれた。

企業が規模拡大を目指して大量採用を行い、空前の売り手市場を形成した。大卒の 5割以上

が一部上場企業に入ったと言われ、多くの若者が請われて入社した。企業では既存ビジネス

がうまく回らない一方、新しいことをやる機運は旺盛だった。新人たちは雑巾掛けをするこ

となく「新規事業開発室」などに配属され、若い発想を生かした新規ビジネスに挑戦すること

を求められた。豊かな発想力を持つ優秀なプロデューサーが数多く誕生したのも事実だが、

好景気を背景に企業の決裁が緩くなり、若手の提案が通りやすかったため勘違いする若者も

多かった。本来は成熟期を迎えた経済環境のなかで、地道なビジネススタイルを身につける

べき時期に、バブル経済でカネがあふれたことが若者たちに別の経験を促したともいえる。

若者の間に「仕事は会社から与えられるのではなく自分で生み出すものだ」という意識の変

化が生まれ、働く目的が食べていくためや家族のためではなく、仕事そのものが目的化し始

めた世代でもある。1986年の男女雇用機会均等法施行以降は若い女性の活躍も注目された。

大量採用で企業内人口が多く、中年になった彼らは今、激しい管理職ポスト争いにもさらさ

れている。

【団塊ジュニア（氷河期世代）（1970〜84 年生まれ）】

バブル崩壊後に登場するのが「団塊ジュニア」である。広義には 1970年代に生まれた世代

を指すが、団塊に次ぐ世代人口を抱える「第 2次ベビーブーマー」（1970～74生まれ）と、

団塊の子ども世代である「ポスト団塊ジュニア」（1975～84年生まれ）を分けて考えるべき

だという意見もある。彼らが社会人になったのは、求人環境が一変し、採用人数がグンと
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減った時代であった。

とくに前半の世代は人口も多く、厳しい受験地獄をくぐり抜け、ようやく大学に入ったのに

目の前でバブルがはじけ、経済が長い後退局面に入ったため、被害者感情が強い。「ロスト

ジェネレーション（失われた世代）」「氷河期時代」とも呼ばれる。就職前に企業の倒産やリ

ストラを目の当たりにしたため、会社のなかで言われたことだけをやっていても安泰でない、

転職市場でも評価される個人にならないといけない、という意識が強いのが特徴だ。「キャ

リアアップ」という言葉がはやり、自分の市場価値を高めるため資格取得やダブルスクール

にも積極的であった。プロフェッショナル志向が強く、ゼネラリストである管理職になるこ

とを嫌う。

後半の世代は子ども時代からテレビゲーム機に親しみ、高校・大学時代にはインターネット

や携帯電話が普及するなどネット文化の中心を担う存在でもある。企業への忠誠心などの面

で言えば会社と個人の距離感が大きく変わった転換点に位置しており、女性の進出が一段と

進んで共働き世帯が一気に増えた世代でもある。

【ゆとり世代（1987〜2004 年生まれ）】

「ゆとり教育」と呼ばれる 2002年から 2010年に施行された学習指導要領に沿った教育を受

けた世代である。授業時間数の減少が学力低下を招いたとされ、やり玉に挙げられがちだが、

「生きる力」を身につけるという教育ビジョンに共感する意見も少なくない。

特徴的であるのは、前の世代と比べ、自分の内的な部分に忠実だという点であった。仕事は

手段ではなく、より目的化しており、地位や年収という外的なものでなく、自分自身が充実

することを重視する。会社や上司との関係はドライで自分の時間を大切にし、ワークライフ

バランスを権利として主張する傾向が強い。指示待ち、リスク回避志向などと批判され、仕

事中心だった上の世代からは違和感を持って語られることが多いが、会社に頼らず、自分の

内的な信念に忠実に生きようという良質な人材も生まれている。国際貢献や社会福祉、環境

保護など分野でリーダーとして活躍する人も目立つ。

ただし、彼らの多くは企業社会のなかで自分の思いをかたちにする方法が見えておらず、社

会貢献思考があっても仕事の中でうまくはき出すことができない。SNSなどを使いこなし、

強い横のつながりを持つ一方、縦社会に弱く、企業のなかではやりたいことが満たせないと

いう思いから、仕事が手段的になり、休日のボランティアなどで自己実現を図ろうとする傾

向がある。日本企業がこうしたピュアな思いを持つ若者を上手に活用できていない側面が見

落とされがちだ。

【2005 年〜】

ゆとり世代は親が新人類にあたる。「新人類ジュニア」と呼ばれ、比較的、保守的な考えか

たの持ち主だ。親から「大企業に行け」「役所に行け」と言われ、古い価値観を押しつけら

れてきた。しかし、「ゆとり」の次に来る世代の親はバブル世代や団塊ジュニアである。そ

の変化が良い意味で働けば、より「自分」を持った優秀な若者が世に出てくると期待できる。
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「雇用して使う」という方法ではないコラボレーションのありかたや、独立志向の強い若者

をどう生かしていくかを考え、企業が時代にあったモデルチェンジを進めなければいけない

時代が近づきつつある。（日本経済新聞）

4．現代青年の消費行動

1970年代を迎える以前、つまり戦後復興から高度経済成長にかけての時期、日本人はそれこ

そ「モーレツ」に働き、「人並み」の生活と豊かさを手にいれることを夢みてきた。この場合、

「人並み」の生活とは、象徴的に言えば、かつて「三種の神器」と呼ばれていた白黒テレビ、洗

濯機、冷蔵庫といった家電を手にいれることであり、高度成長期になってそれが実現してしまう

と、次に 3 C（カラーテレビ、クーラー、カー）と呼ばれた「新・三種の神器」が憧れの対象の

ラインナップに加わった。この時代、生活上の利便性を実現してくれる各種の耐久消費財を購入

することが、多くの人にとって「人並みの生活と豊かさ」を手にいれることと同義であった（児

美川・2013）。

1970年代当時は、モノがそのものの価値で、必需品として大量に生産され、大量に消費され

てきた。1970年代を通じて、「モーレツ」の時代の「大量生産・大量消費」は次第に影を潜める

ようになり、やがて「多品種少量生産」と「個性的消費」の時代が到来する。それは、社会の密

かな「階層化」の進展とも微妙に関連している（小沢・1985：今田編・2000）。

それに対して、ハイライフ研究所（2018）は以下のように現代青年の特徴をとらえている。

①消費動向を見ると、物質的には非常に豊かであっても何にも興味を示さない。②家のなか

は、できるだけシンプルにし、できるだけ部屋に物を置かない。③そこにテレビはなく、机

もないがスマホだけはある。④テレビや新聞を見ることは殆どなく、ときどき数百円の文庫

本を買ってはそれをずっと読んでいる。⑤家庭や生活価値観においては、30歳を過ぎても

恋愛して結婚し、子供を産むということにも興味をあまり示さない。出世に関しても殆ど興

味を示さない。⑥団塊世代の若者のように、マイホームや車を買うことにこだわり、起業す

るなど必死にお金を稼ぎ、非常に強い購買意欲を見せる若者は少ない。スマホで人と出会い、

就活をし、買い物をし、AI面接で就職する若者、これが現代の若者の平均像だ。この世代

はデジタル社会に適応した新しい価値観を持ち、今後の消費を変える存在だ。高い教育水準

と親の高所得の恩恵を受けている世代でもある。その一方、できないことは、割と平気に

「できません」と言えたりする。自己分析ができていると言えば聞こえはいいが、仕事に対

する強烈なモチベーションに欠けると言えば、そうかもしれない。しかし、どうやら彼のよ

うな存在は、珍しくないらしい。近ごろ、若い人たちが「マジメ化」していると言うのだ。

堅実で、理性的で、自分に謙虚で、一昔前の若者たちのように、夜な夜な合コンに励んだり、

海外旅行へ出掛けて、ブランドものを買い漁ったりしない。仕事で大風呂敷を広げることも
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ない。彼らは、仕事は卒なくこなすが、言われた以上のことはしない。アフターファイブは

上司の誘いを断り、早々に帰宅して自炊する。貯金はあるが、海外旅行の経験のない子も多

い。ブランドものに興味もない。（ハイライフ研究所・2018）

これらの理由として、非正規雇用の増加が現代青年の経済的余裕を奪い、消費行動を制限して

いる。地域流通経済研究所の調査（2009）によると、若者の消費行動について、男性は書籍が最

も多く（44.1％）、友人とのつきあい（39.8％）、パソコン（39.3％）だった。一方、女性は、

ショッピング（61.6％）、友人とのつきあい（55.0％）、外食（45.7％）だった。男女とも、車は

10位にも入ってなかった。また、将来お金をかけたいことについても、車や家は 10位にも入っ

ておらず、家族、恋人とのつきあいや、資格取得（男性 29.6％／女性 39.2％）が特徴的だった。

デジカメ、携帯電話を除くブランド品、車、テレビ、宝石などを始め、モノの保有率が低下し、

若者のモノ離れ、消費離れは著しく進行している（日経産業地域研究所が実施した調査（首都圏

の 20代の若者の、2000年から 2007年にかけてのモノの保有率の増減について、山岡・2009）。

結論的に言ってしまえば、この間の「失われた 20年」が若者たちから奪ったものは、「将来へ

の展望」にほかならない。非正規雇用でぎりぎりの生活をしている者だけではなく、現時点では

比較的恵まれた職や収入を得ている者であっても、その状態が将来にわたって安定的に続くとい

う確信を持つことができない（太田・2015）。

太田（2015）は、将来を失ってしまった現在の若者が消費に能動的になれないのは、ある意味

ではごく自然な行動スタイルであると言う。しかし一方では、早朝から開講している資格取得の

講座やスキルアップ講座に出掛け、そこに数十万を投じる。週末の雑居ビルでは、朝から資格取

得や語学、または、スポーツクラブに通う OLたちの姿をよく見かける。週末も彼らは忙しく、

趣味と実益を兼ねたワークショップなど、彼らは自己流を好まず、学びたがる。2009年 9月に

発生したリーマンショック以降、最も悪影響を受けたのが 24歳以下の若年労働者であった。そ

の後も失業率は横ばいとなった先の見えない経験から、生きていくには、自分自身をスキルアッ

プするしかないと考え始めたのだろうか。すでにそこには、自分の「こだわり」を顕示し、ワン

ランク上の自己を演出するための「差異表示記号」としての消費行動は見受けられず、実質的な

消費を選んでいる。しかも、自己流ではない確実なものを効率的に身につけようとしている。

5．現代青年の人間関係と消費行動

5-1　人間関係

若者たちは、自分の表現の場、居場所、友人たちの使い分けを細分化し、独特の繊細さで、し

かも直接的ではない繋がり、SNSやラインなどの道具を駆使して、たとえそれが現実から逃避

していると先代たちに揶揄されようと、現実的に向き合って生きている。そこには、傷つきのリ
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スクを回避する姿勢が垣間見られる。ギデンズ（Giddens, 1991）は、「高機会＝高リスク社会」

と呼ぶように、世界のグローバル化が進み、社会の流動性が高まって、多くの人々は多様な機会

が広く開かれるようになったと同時に、その機会選択のリスクから諸個人が背負わなければなら

なくなっていると指摘している。浅野（2006）は以下の特徴を示している。

第一に指摘しておきたいのは、友人関係の多チャンネル化とでも言うべき事態である。すな

わち友人関係を取り結びあるいはそれを維持するためのチャンネルが相対的に多様化してき

ているのではないかということだ。

第二に指摘しておきたいことは、友人とのつき合い方が状況志向的になっているということ

だ。状況志向的というのは、友人とのつき合いかたで、状況や関係に応じた顔の使い分けと

それぞれの関係へのそれなりの没入によって特徴づけられる。つまり複数の顔を使い分ける

が、それでいてどの顔も単なる仮面というよりはそれなりに本気であるというような態度の

取り方をさすものだ。

第三に若者が友人関係においてみせている独特の繊細さに注意を向けておきたい。すなわち、

そのような友人関係をうまくマネージメントし、関係を維持していくためには、今おかれて

いる関係がどのようなものであるのか、そこで共有されている情報は何なのか、そこで前提

となっている文脈はどのようなものであるのか等々といったことを絶えず慎重に見極めてい

かなければならない。（浅野・2006）

さらに土井は、現代の日本では人間関係のリスク化が加速度的に進行していると言う。

若者たちは、自分だけが孤立してしまうかもしれないリスクを回避し、少しでも良好な人間

関係を維持し続けるため、ネットも駆使しながら絶え間ない努力を続けている。そのため、

人間関係の流動性が高まっているにもかかわらず、関係を広げていくことによって、リスク

の少ない安定した関係を確保しようと躍起になっている。自分と境遇の似通っている者だけ

で仲間を形成し、その他の人びととは関わりを持とうとしなくなっているのである。（土井

隆義・2016）

リスク回避するために、人との出会いや関係を維持するチャンネルを多元化し、親密であるか

どうか、長期的な関係かどうか、その状況の使い分けで全てを「友人」とカテゴリー化する。彼

らは人を選んでいるのではなく、それぞれのつきあいかたを選んで、その生きかたのなかで、自

己のアイデンティティを確かなものに変えていく。

5-2　消費行動

かつて豊かな社会で青春を送ったバブル世代の当時の若者たちは、コミュニケーション能力が
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なくても良いモノを作っていれば、それが売れて、生活は成り立つ社会であった。少なくとも努

力をしたら報われる実感を持つことができた世代であった。しかし、現代の若者たちは、最初か

らそのような期待はしておらず、消費行動について、モノやサービスを購入する「モノ消費」よ

り、購入したモノやサービスを使ってどのような経験・体験をするかという「コト消費」に、消費

者の関心が置かれている（片柳・2017）。つまり、週末は学びに投じ、将来のために貯金をする。

しかし、前世代とは違う良い側面もある。現代の少子化による人手不足は、求人倍率を向上さ

せ、売り手市場である。また、現在では約 60％以上の人が大学進学を可能にしている。一人っ

子が増加した分、両親以外にも 2組の祖父母に経済的な支援を受けることができる立場である。

ある意味では豊かな側面もある。つまり、どの世代も一長一短であり、どの世代も親世代から非

難をされる立場にもなる。そこで、世代による消費行動の特徴を以下にまとめた。

1970年代を迎える以前、高度成長期、「人並み」の生活と豊かさを手にいれることを夢みて、

人は「モーレツ」に働き、最新型の家電など暮らしを豊かにする生活必需品を買いそろえ、物質

的な豊かさを実感してきた。やがて 80年代には、ステータスや高級志向を満足させる精神的な

「モノ消費」行動が景気に反映していく。当時の青年たちは、ブランド物や車など、流行のもの

を所有することが豊かさの象徴で、モノと仕事が充足された時間でモラトリアムを謳歌し、長い

青年期を過ごしていくことになる。

しかし、90年代後半には、すでに欲しいものがわからない状態に感覚麻痺し、物質的な豊か

さよりも精神的な豊かさを求めるようになった。それは景気とも比例し、1990年以降のバブル

崩壊から、仕事もモノもそれまでのように、容易に手に入れられなくなった。そこで、人の関心

は、旅行やグルメ、習いごと、趣味などのリラクゼーションを体験することなどへ移行した。モ

ノやサービスは、「こんな体験ができる」という発想で消費をされるようになる。この消費行動

を「コト消費」と言う。

SNSで、自分の体験を公開して、見知らぬ閲覧者から「いいね」やコメントを得ることでの

充足感は、このような「コト消費」に拍車をかけた。しかし、このような体験を共有するツール

の発逹によって、他人の体験を疑似体験で充足することが可能になり、一部では、SNSに囚わ

れた日常への疲労や、リア充アピール批判に対する恐れに対して、やがて「コト消費」が失われ

始めた。

そこで、博報堂生活総合研究所は、「トキ消費（時消費）」という言葉を 2017年から使い始め

た。以下のように指摘しているのは、現世代の青年たちの消費行動である。

現代の若者たちは「所有」にこだわらず、たとえば、車を所有しなくても公共の交通機関が

便利だと考え、車が必要になったとしてもレンタルすれば良いと考える。

衣類も必要以上に所有せず、流行の服を購入しても、一度着ているところを撮影して

Instagramで公開し、「いいね」やコメントが集まればすぐにメルカリなどを利用して転売

してしまう「ワンショット消費」も行われるようになった。音楽や映画も、CDや DVDを
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所有するのではなく、ネットを利用して定額で見放題のサブスクリプションサービスを活用

している。このように「モノよりコト」を重視した消費スタイルを好む若者たちの消費欲を

刺激するためには、商品のスペックや目新しさよりも、こころに残る体験や人に自慢できる

体験をしたいという欲求を刺激する必要が生じてきた。ところがスマートフォンやタブレッ

トなどのモバイル機器が普及し、個人的な体験が SNS上に氾濫するようになることで、あ

らゆる体験に既視感が生まれた。既視感が再現性の高い体験への欲求を薄めた結果、消費者

は「今そこでしか体験できない」再現性の低い「トキ」の過ごしかたを楽しむことに価値を

見出すようになってきた。例えばフェスや聖地巡礼、アイドル総選挙、ワールドカップ観戦、

コラボカフェ、ファンミーティング、そして仮装して集まるハロウィンに参加することなど

がそれらである。（博報堂生活総合研究所）

6．考察 ― 若者をめぐる社会のまなざし

アメリカの社会学者のライト・ミルズ（2017）は、「一人の人間の生活と、一つの社会の歴史

とは、両者をともに理解することなしには、そのどちらの一つも理解することができない」と主

張している。つまり、資本主義構造が人々を物質的苦悩から解放した結果、新たに心理的苦悩を

生みだしたと指摘している。心理的苦悩というのは、「よりよく生きること」に対する苦悩を言う。

全体的には、1960年から半世紀の社会変貌の一側面として、大衆社会の崩壊から分衆化への

移行がみられ、戦後復興期の「量的満足の志向」から、高度成長期の「質的満足の志向」へと変

容している。高度成長期にはいる時代までは、多数の人間が同じ目標を持ってそれに向かうこと

で爆発的な力を発揮し、恐ろしいほどのスピードで国力を高めてきた。アメリカの占領下だった

頃から、ほんの数十年で世界の経済リーダーになり得た最も大きな理由は、日本人が右に倣って

行動することができたことによると考えられる。かつて人々が同じようなものを求めて、大量生

産するための効率のよい組織をつくり、「みんなと同じでありたい」という意識のもとで家族、

職場、学校に帰属意識が働いたことに対し、現在ではむしろ強迫的な「みんなと同じであるこ

と」へ嫌悪感を抱き、また、家族、職場、学校のような組織は、自由な創造性を抑圧するものと

して現代青年たちは敬遠している。

アンソニー・ギデンズは、伝統の多くが変化しているなか、われわれのアイデンティティにお

いて変わらないのはどのような側面かをあきらかにしようとした。自分でコントロールできる対

象として、人々の関心は身体に向けられると指摘している。人間は言葉では嘘をつくことができ

るが、身体に表現された自己イメージは、「そうでありたい自分」であり、素直な欲求でもある。

例えば、SNSや You Tubeに投稿された膨大な数の自撮り写真や映像は、どれほどの時間とお金

が自分の外見やその編集に費やされているかがわかる。人はしばしば身体の演出の仕方によって

どんな人でありたいか、人にどう見られたいかを表現し、自分が所属する社会集団を示すもので

もある。つまり、アイデンティティを見いだすとは、社会に居場所を見つけるうえで重要なプロ
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セスである。

これらは、経済の繁栄とともに個人の欲求が飽和状態となり、個性を尊重することを美徳とす

る一方で、実際は本質的に非個性社会のまま、個性を発揮できる範囲は規格内に抑えられている

ことからも言えよう。そして、その反発は強く、高度成長期以降は、彼らはインターネット上の

社会集団のなかで、個性を発揮し、自己イメージを確認しながら、「いいね」を他者からの承認

として生きている。現実とは切り離れた仮想空間が自己表現の場となり、直接的ではない希薄で

広い繋がりからの支持が心地良く、ちょうど良い居心地となって現実の社会と向き合って暮らし

ていけるのではないだろうか。それが彼らの自分らしさであり、居場所なのかもしれない。

現実社会のなかで、「みんなと同じでなければならない」という抑圧と個性化というあいまい

な指標との間で若者たちは永続的に自分自身を目的化し、探求し、そして翻弄している。

彼らは「よりよく生きること」を追い求めた結果、「モラトリアム」という社会適応方法を編

み出した。そうすることで生きかたや自分らしさを分散して心の安定を求めている。

このような脱伝統化された社会状況において、アンソニー・ギデンズは、個人個人は社会構造

から切り離されており、したがって自分自身の人生やアイデンティティに関して、常に自省的で

あることを強要されていると論じている（友枝・2018）。伝統社会では、アイデンティティを形

成するのは主に宗教か社会階級だった。こうした社会制度の影響力が弱くなるにつれて、人々は

自身のアイデンティティの意味を自分で考えなくてはならなくなった。

ギデンスは、自己アイデンティティが「再帰的」プロセスになったと主張する。人は絶えず、

自分が誰か、何が自分を規定するのか、考え続けなくてはならなくなったと言う。つまり、現代

社会の特徴は、個々人が自分自身のアイデンティティを絶えず問い直し、作り変えていくように

要求される点にあるのだと言う（Giddens 1991 = 2005）。そして、自分自身のアイデンティティ

を問い直す、さらには「自分とは何者か」という問いが生まれ、どうしても「自己実現」にとら

われてしまい、その結果、実存的空虚をもたらしている。

バブル期の青年たちは、豊かで自由なモラトリアムを延長しながら成長し、親となった。その

子どもたちである現代の若者たちは、現在、意図していなかったコロナ禍でも、得意なメディア

を駆使しながら、適応している。強制されたモラトリアム状況のなかで、道具（SNSやオンラ

イン）を駆使し、そこに直接的ではない人間関係や消費行動を繰り返しながら、自己表現し、社

会に適応しようとしているのではないだろうか。
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フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

年
表

　
年

代
　

　
　

　
　

　
　

政
治

・
経

済
の

動
き

　
　

　
　

　
　

　
　

流
　

　
　

行
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
若

者
た

ち
の

様
相

　
　

　
　

　
　

　
　

政
治

・
若

者
た

ち
の

動
向

　
　

　
　

　
　

　
　

　
若

者
に

対
す

る
言

説
　

　
　

　
　

そ
　

の
　

他

1
9
6
0

池
田

内
閣

　
「
所

得
倍

増
論

」
ビ

ー
ト

族
、

平
凡

パ
ン

チ
全

学
連

国
会

デ
モ

Ｅ
.Ｈ

.エ
リ

ク
ソ

ン
の

発
達

心
理

学
（
後

の
青

年
論

の
ベ

ー
ス

に
）

1
9
5
0
　

C
h
ild

h
o
o
d
 a

n
d 

S
o
c
ie

ty
1
9
6
2

東
京

都
の

人
口

1
0
0
0
万

人
突

破
米

、
元

空
軍

黒
人

学
生

の
ミ

シ
シ

ッ
ピ

大
学

入
学

拒
否

1
9
6
3
  

Y
o
u
th

:C
h
an

ge
 a

n
d 

を
め

ぐ
り

暴
動

  
  

  
  

 C
h
al

le
n
ge

1
9
6
8
  

Id
e
n
ti
ty

: 
Y
o
u
th

 a
n
d 

C
ri
si

s
1
9
6
4

日
本

Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

加
盟

西
欧

社
会

風
刺

が
支

持
さ

れ
る

日
本

で
は

、
青

年
の

反
乱

に
一

応
の

沈
静

化
東

海
新

幹
線

開
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

↓
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
　

　
　

学
生

反
乱

の
本

格
化

1
9
6
5

お
茶

の
水

女
子

、
宇

都
宮

、
東

京
学

芸
、

千
葉

、
山

形
大

で
学

生
運

動
早

大
紛

争
、

明
大

、
横

国
大

ス
ト

1
9
6
6

３
C

(c
ar

､ｸ
ｰ

ﾗ
ｰ

、
ｶ
ﾗ
ｰ

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ）

時
代

ビ
ー

ト
ル

ズ
来

日

1
9
6
7

ミ
ニ

ス
カ

ー
ト

新
宿

騒
乱

事
件

産
業

主
義

へ
1
9
6
8

三
億

円
事

件
、

日
本

初
の

心
臓

移
植

東
大

紛
争

K
.K

e
n
is

to
n
,Y

o
u
n
g 

R
ad

ic
al

s
イ

タ
イ

イ
タ

イ
病

、
公

害
病

に
認

定
(大

人
の

社
会

に
反

抗
す

る
若

者
た

ち
ス

ー
パ

ー
の

売
り

上
げ

、
百

貨
店

を
抜

く
に

関
す

る
言

説
）

社
会

学
か

ら
の

対
応

始
ま

る
1
9
6
9

好
景

気
4
3
ヶ

月
目

入
り

の
新

記
録

警
視

庁
機

動
隊

に
よ

る
東

大
封

鎖
解

除
と

入
試

の
中

止
　

　
　

大
学

生
反

乱
、

終
焉

へ
見

田
宗

介
『
現

代
の

青
年

像
』
／

調
査

に
よ

る
青

年
分

析
東

名
高

速
道

路
全

面
開

通
（
1
/
1
8
、

1
/
2
0
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
↓

圧
司

薫
『
赤

頭
巾

ち
ゃ

ん
気

を
つ

け
て

』
京

大
の

「
自

主
解

除
」

　
　

　
　

　
高

校
生

の
反

乱
へ

T
H

.R
o
sz

ak
,T

h
e
 M

ak
in

g 
o
f 

a 
C

o
u
n
te

r 
C

u
lt
u
re

参
院

本
会

議
で

大
学

臨
時

措
置

法
案

可
決

日
大

文
理

学
部

に
機

動
隊

導
入

（
紛

争
中

の
高

校
は

7
0
以

上
）

連
続

ピ
ス

ト
ル

射
殺

犯
、

永
田

則
夫

逮
捕

沖
縄

デ
ー

（
4
/
2
8
）

1
9
6
8
　

E
.H

.E
ri
ks

o
n
の

『
主

体
性

―
青

年
の

危
機

』
邦

訳
さ

れ
る

新
宿

西
口

反
戦

フ
ォ

ー
ク

集
会

に
機

動
隊

べ
平

連
「
ハ

ン
パ

ク
」
（
8
/
7
）

べ
平

連
、

全
共

闘
全

学
連

各
派

の
集

会
「
安

保
粉

砕
」
「
ベ

ト
ナ

ム
反

戦
」

芝
工

大
で

初
の

内
ゲ

バ
死

者
が

出
る

1
9
7
0

日
米

安
全

保
障

条
約

、
自

動
延

長
ヒ

ッ
ピ

ー
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
社

会
学

か
ら

の
本

格
的

対
応

大
阪

万
博

野
外

の
フ

ォ
ー

ク
ソ

ン
グ

コ
ン

サ
ー

ト
日

本
社

会
学

会
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
世

界
初

の
光

化
学

ス
モ

ッ
グ

発
生

長
髪

＆
ジ

ー
ン

ズ
『
社

会
学

評
論

』
で

小
特

集
「
青

年
問

題
」

よ
ど

号
ハ

イ
ジ

ャ
ッ

ク
事

件
an

an
創

刊
C

．
R

e
ic

h
,T

h
e
 G

re
e
n
in

g 
o
f 

A
m

e
ri
c
a

歩
行

者
天

国
ス

タ
ー

ト
初

の
ア

イ
ド

ル
歌

手
、

南
沙

織
ア

イ
ド

ル
文

化
の

始
ま

り
（
～

1
9
9
0
）

三
島

由
紀

夫
事

件
デ

ビ
ュ

ー
1
9
7
1
　

E
.H

.E
ri
ks

o
n
の

『
青

年
の

挑
戦

』
邦

訳
さ

れ
る

沖
縄

デ
ー

、
社

共
集

会
に

９
万

人
資

本
主

義
社

会
の

ゆ
ら

ぎ
1
9
7
1

ド
ル

・
シ

ョ
ッ

ク
、

ス
モ

ン
訴

訟
新

左
翼

各
派

の
集

会
に

５
万

人
総

評
主

催
の

反
安

保
統

一
行

動
に

7
7
万

人
1
9
7
2

沖
縄

県
、

正
式

に
本

土
復

帰
（
5
/
1
5
）

脱
サ

ラ
・
ブ

ー
ム

若
者

た
ち

の
内

向
化

R
o
sz

ak
　

『
対

抗
文

化
の

思
想

』
邦

訳
浅

間
山

荘
事

件
（
生

産
中

心
・
実

利
中

心
で

は
→

非
社

会
化

と
保

身
連

合
赤

軍
事

件
発

覚
な

い
生

き
方

）
→

保
守

化
、

非
政

治
化

1
9
7
3

第
一

次
石

油
危

機
（
オ

イ
ル

・
シ

ョ
ッ

ク
）

南
こ

う
せ

つ
と

か
ぐ

や
姫

大
商

社
の

説
明

会
に

大
学

生
殺

到
立

花
隆

『
中

核
Ｖ

Ｓ
革

マ
ル

』
「
神

田
川

」
大

ヒ
ッ

ト
同

棲
ブ

ー
ム

★
大

人
に

な
れ

な
い

若
者

た
ち

に
関

す
る

言
説

1
9
7
3
　

井
上

俊
『
死

に
が

い
の

喪
失

』
1
9
7
4

経
済

成
長

率
、

戦
後

初
の

マ
イ

ナ
ス

成
長

へ
1
9
7
5
　

平
野

秀
秋

・
中

野
収

『
コ

ピ
ー

体
験

の
文

化
』

→
高

度
経

済
成

長
の

終
焉

優
し

さ
と

し
ら

け
（
ア

パ
シ

ー
）
の

時
代

1
9
7
7
　

笠
原

嘉
『
青

年
期

』
金

脈
問

題
で

田
中

首
相

辞
任

連
続

企
業

ビ
ル

爆
破

（
～

７
5
）

年
度

企
業

倒
産

1
2
6
0
6
件

で
戦

後
最

多
青

年
の

社
会

学
的

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

佐
藤

栄
作

に
ノ

ー
ベ

ル
賞

、
長

嶋
引

退
①

実
証

的
調

査
研

究
→

青
年

を
全

体
と

し
て

と
ら

え
る

沖
縄

デ
ー

集
会

、
デ

モ
の

参
加

者
が

5
0
0
0
人

と
最

低
に

長
期

不
況

に
よ

る
停

滞
感

と
大

学
生

た
ち

の
②

青
年

の
な

か
か

ら
「
典

型
的

な
特

徴
を

抽
出

し
、

青
年

パ
ワ

ー
ダ

ウ
ン

　
　

の
動

態
を

捉
え

る
（
E
X
　

井
上

の
「
遊

戯
性

」
）

1
9
7
6

ロ
ッ

キ
ー

ド
事

件
発

覚
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

↓
田

中
角

栄
逮

捕
大

卒
者

の
就

職
率

7
0
.7

％
総

合
的

ア
プ

ロ
ー

チ
→

潜
在

的
な

傾
向

を
見

逃
す

傾
向

有
（
1
9
5
0
年

以
来

の
低

就
職

率
）

大
学

進
学

者
4
2
万

1
0
0
0
人

、
前

年
を

下
る

1
9
7
7

青
酸

コ
ー

ラ
事

件
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

↓
国

民
の

中
流

意
識

化
日

航
機

ハ
イ

ジ
ャ

ッ
ク

事
件

モ
ラ

ト
リ

ア
ム

人
間

長
期

留
学

生
が

問
題

に
→

モ
ラ

ト
リ

ア
ム

人
間

登
場

7
2
年

頃
よ

り
社

会
問

題
化

し
た

暴
走

族
問

題
が

深
刻

化
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1
9
7
8

日
中

平
和

友
好

条
約

調
印

小
此

木
啓

吾
『
モ

ラ
ト

リ
ア

ム
人

間
の

時
代

』
成

田
空

港
開

港
国

家
公

務
員

上
級

試
験

に
最

高
の

6
0
9
4
8
人

若
者

た
ち

の
、

さ
ら

な
る

保
守

化
＝

保
身

（
他

、
シ

ゾ
イ

ド
人

間
、

カ
プ

セ
ル

人
間

、
自

己
愛

人
間

）
全

国
で

サ
ラ

金
が

社
会

問
題

化
東

大
生

の
支

持
政

党
一

位
に

自
民

党
※

モ
ラ

ト
リ

ア
ム

人
間

と
は

、
自

ら
の

帰
属

を
明

確
に

し
よ

う
と

せ
ず

、
当

事
者

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

の
未

決
状

態
の

筑
波

大
生

1
4
1
人

が
茨

城
県

議
選

で
買

収
さ

れ
る

意
識

に
な

る
こ

と
を

嫌
い

、
で

き
る

だ
け

お
客

様
で

い
る

こ
と

を
望

む
心

理
的

傾
向

引
き

延
ば

し
が

現
代

社
会

へ
の

適

応
に

お
い

て
機

能
的

（
小

此
木

論
）

1
9
7
9

第
２

次
石

油
危

機
イ

ン
ベ

ー
ダ

ー
ゲ

ー
ム

国
公

立
大

、
初

の
共

通
一

次
相

次
ぐ

政
治

疑
惑

東
京

サ
ミ

ッ
ト

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
サ

ミ
ッ

ト
）

保
守

・
拝

金
主

義
の

世
界

的
台

頭
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
法

施
行

1
9
8
0

ジ
ョ

ン
・
レ

ノ
ン

暗
殺

『
な

ん
と

な
く
、

ク
リ

ス
タ

ル
』

新
た

な
若

者
の

異
議

申
し

立
て

の
気

運
と

マ
ン

ガ
論

争
（
稲

葉
三

千
男

Ｖ
Ｓ

津
村

喬
）

「
こ

れ
で

い
い

の
だ

」
現

状
肯

定

衆
参

同
時

選
挙

で
自

民
圧

勝
川

崎
、

金
属

バ
ッ

ト
事

件
サ

ブ
カ

ル
チ

ャ
ー

「
面

白
け

れ
ば

そ
れ

で
い

い
」
感

性

糸
井

重
里

広
告

代
理

店
や

コ
ピ

ー
ラ

イ
タ

ー
が

花
形

の
職

業
へ

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
の

時
代

至
上

主
義

・
・
・
8
0
年

の
時

代
精

神

「
バ

ー
チ

ャ
ル

・
リ

ア
リ

テ
ィ

」
メ

デ
ィ

ア
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
（
ウ

ォ
ー

ク
マ

ン
・
C

D
・
ビ

デ
オ

）
の

発
展

→
カ

プ
セ

ル
人

間
（
カ

プ
セ

ル
に

よ
る

孤
立

と
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

連
帯

）
新

人
類

と
は

、
自

ら
に

忠
実

で
楽

し

く
な

い
こ

と
に

は
興

味
を

寄
せ

な
い

が
関

心
を

も
っ

た
も

の
「
感

性
」
に

か

1
9
8
1

エ
ネ

ル
ギ

ー
危

機
か

ら
の

脱
出

＝
新

油
田

開
発

ア
ニ

メ
校

内
暴

力
激

化
（
～

8
2
）

新
人

類
の

時
代

＆
情

報
化

社
会

へ
→

「
お

た
く
現

象
」

栗
原

彬
『
や

さ
し

さ
の

ゆ
く
え

＝
現

代
青

年
論

』
っ

た
も

の
に

は
メ

デ
ィ

ア
を

駆
使

し
て

→
資

源
浪

費
的

経
済

成
長

路
線

の
復

活
「
ダ

サ
イ

」
→

中
・
高

卒
業

式
、

1
5
2
8
校

に
警

察
感

性
・
健

忘
症

の
時

代
（
8
0
年

代
）

「内
面

化
さ

れ
た

モ
ラ

ト
リ

ア
ム

」･
･･

自
律

性
を

喪
失

、
刹

那
的

、
逃

避
的

情
報

を
収

集
・
利

用
す

る
「
主

体
性

」

（
円

高
、

地
価

上
昇

、
株

価
の

高
騰

に
よ

る
長

期
の

竹
の

子
族

「
メ

デ
ィ

ア
人

間
」
「
支

持
待

ち
族

」
自

閉
を

と
も

な
っ

た
受

身
の

状
況

適
応

的
な

や
さ

し
さ

を
備

え
た

存
在

で
あ

る

好
景

気
）

ロ
ッ

ク
ン

ロ
ー

ラ
ー

族
連

続
浮

浪
者

襲
撃

事
件

豊
か

な
社

会
→

若
者

を
消

費
者

化

漫
才

ブ
ー

ム
、

プ
ロ

レ
ス

人
気

登
校

拒
否

が
問

題
化

自
己

主
張

の
低

年
齢

化
・
非

政
治

化
※

モ
ノ

へ
の

関
心

と
人

へ
の

無
関

心

ビ
ニ

本
、

ノ
ー

パ
ン

喫
茶

（
～

8
2
）

若
者

・
大

消
費

時
代

　
　

　
　

　
↓

　
　

　
　

　
　

↓

1
9
8
2

中
曽

根
康

弘
政

権
発

足
写

真
週

刊
誌

F
O

C
U

S
創

刊
不

況
か

ら
の

脱
出

と
消

費
経

済
の

成
熟

・
ス

タ
イ

ル
の

異
な

る
他

者
と

の
関

ホ
テ

ル
・
ニ

ュ
ー

ジ
ャ

パ
ン

火
災

ハ
マ

ト
ラ

、
ニ

ュ
ー

ト
ラ

、
Ｊ

Ｊ
ガ

ー
ル

（
「
多

様
化

」
と

「
個

性
化

」
の

消
費

経
済

）
　

係
を

拒
否

す
る

ク
リ

ス
タ

ル
族

、
Ｄ

Ｃ
ブ

ラ
ン

ド
「
大

衆
」
か

ら
「
分

衆
」
の

時
代

へ
・
他

者
と

の
対

立
す

る
こ

と
な

く
マ

ー

「
金

曜
日

の
妻

た
ち

へ
」
ヒ

ッ
ト

　
ケ

ッ
ト

内
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

よ
っ

て

1
9
8
3

Ｃ
Ｄ

プ
レ

ー
ヤ

ー
発

売
戸

塚
ヨ

ッ
ト

ス
ク

ー
ル

事
件

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
↓

　
個

性
を

得
る

東
京

デ
ィ

ズ
ニ

ー
ラ

ン
ド

オ
ー

プ
ン

中
森

明
夫

が
「
オ

タ
ク

」
と

い
う

言
葉

を
発

明
す

る
D

．
K
ile

y,
T
h
e
 P

e
te

r 
P

an
 S

yn
dr

o
m

e
:M

e
n

　
　

　
　

　
　

↓

フ
ァ

ミ
コ

ン
登

場
バ

ブ
ル

経
済

の
萌

芽
w

h
o
 h

av
e
 n

e
ve

r 
gr

o
w

n
 u

p
　

　
過

剰
適

応
化

ニ
ュ

ー
ア

カ
・
ブ

ー
ム

浅
田

彰
『
構

造
と

力
』
が

ベ
ス

ト
セ

ラ
ー

に
★

独
自

の
ベ

ー
ス

・
ス

タ
イ

ル
で

消
費

社
会

「
言

わ
れ

た
こ

と
は

や
ら

な
い

。

（
情

報
社

会
）
を

浮
遊

す
る

若
者

た
ち

に
関

す
る

言
説

嫌
な

こ
と

は
や

ら
な

い
。

自
分

の
能

→
新

人
類

論
力

に
対

す
る

見
事

な
ま

で
の

割
り

1
9
8
4
　

中
野

収
『
ナ

ル
シ

ス
の

現
在

』
切

り
が

あ
る

」

1
9
8
5

つ
く
ば

科
学

万
博

で
最

新
の

メ
デ

ィ
ア

登
場

若
者

の
海

外
旅

行
ブ

ー
ム

子
供

た
ち

の
い

じ
め

問
題

、
深

刻
化

社
会

の
高

度
情

報
化

と
メ

デ
ィ

ア
機

器
の

発
達

1
9
8
5
　

中
野

収
『
若

者
文

化
の

記
号

論
』

「
か

っ
こ

い
い

、
か

わ
い

い
」

職
場

の
Ｏ

Ａ
化

が
進

む
「
地

球
の

歩
き

方
」

ア
イ

ド
ル

岡
田

有
希

子
自

殺
に

1
0
代

の
後

追
い

相
次

ぐ
　

　
　

　
ア

ク
ロ

ス
『
新

人
類

が
ゆ

く
』

→
感

性
世

代
日

航
機

事
故

Ｍ
.ジ

ャ
ク

ソ
ン

、
マ

ド
ン

ナ
来

日
　

　
　

　
桜

井
哲

夫
『
こ

と
ば

を
失

っ
た

若
者

た
ち

』
ス

ペ
ー

ス
シ

ャ
ト

ル
事

故
お

ニ
ャ

ン
子

ク
ラ

ブ
人

気
消

費
文

化
の

高
年

齢
化

・
高

級
化

1
9
8
6
　

成
田

康
昭

『
「
高

感
度

人
間

」
を

解
読

す
る

』
1
9
8
6

メ
ン

ズ
ノ

ン
ノ

、
流

行
通

信
オ

ム
男

女
雇

用
機

会
均

等
法

施
行

／
労

働
者

派
遣

法
施

行

創
刊

モ
ノ

ト
ー

ン
が

影
を

ひ
そ

め
，

カ
ラ

フ
ル

な
プ

リ
ン

ト
模

様
，

パ
ス

テ
ル

カ
ラ

ー
が

個
人

主
義

の
徹

底
・
ミ

ー
イ

ズ
ム

の
蔓

延
と

情
報

の
氾

濫
中

野
収

･･
･･

･･
日

本
人

独
特

の
民

主
主

義
（
自

分
の

権
利

を
強

く
主

張

「
新

人
類

」
が

流
行

語
大

賞
に

復
活

→
他

者
の

干
渉

を
拒

絶
、

他
者

と
の

関
わ

り
の

減
少

し
、

他
人

に
迷

惑
が

か
か

ら
な

い
限

り
は

何
を

行
な

お
う

と
勝

手
で

あ
る

）

1
9
8
7

Ｎ
Ｈ

Ｋ
，

Ｂ
Ｓ

放
送

開
始

　
国

鉄
民

営
化

H
an

ak
o
創

刊
○

ワ
イ

シ
ャ

ツ
の

そ
で

を
ク

リ
ッ

プ
　

や
ア

ー
ム

・
バ

ン
ド

が
流

行
→

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

プ
ラ

イ
ベ

ー
ト

化
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
つ

な
が

り
の

消
滅

稲
増

龍
夫

+
清

水
敬

一
ス

ー
パ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
1
9
8
8

ア
メ

リ
カ

式
ノ

ウ
ハ

ウ
を

用
い

た
日

本
企

業
に

よ
る

土
地

、
株

式
、

ゴ
ル

フ
会

員
券

サ
ス

ペ
ン

ダ
ー

付
き

の
ズ

ボ
ン

と
い

う
レ

ト
ロ

趣
味

の
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
超

・
拝

金
主

義
国

・
バ

ブ
ル

日
本

の
全

盛
『
ヤ

ン
グ

マ
ー

ケ
ッ

ト
・
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
』

ア
メ

リ
カ

企
業

の
買

収
相

次
ぐ

に
よ

る
財

テ
ク

ブ
ー

ム
○

キ
ャ

リ
ア

ル
ッ

ク
か

ら
ロ

リ
ー

タ
ル

ッ
ク

へ
－

ミ
ニ

丈
の

フ
レ

ア
，

地
上

げ
、

リ
ゾ

ー
ト

、
高

級
車

「
シ

ー
マ

」
女

学
生

風
の

白
い

衿
，

フ
リ

ル
や

リ
ボ

ン
な

ど
の

デ
ィ

テ
ー

ル
が

流
行

イ
ラ

ン
・
イ

ラ
ク

戦
争

停
戦

地
方

博
ブ

ー
ム

東
欧

民
主

化
運

動
と

社
会

主
義

体
制

の
崩

壊
<
ブ

ラ
ン

ド
志

向
>

D
IN

K
S
／

ワ
ー

キ
ン

グ
ウ

ー
マ

ン
リ

ク
ル

ー
ト

事
件

発
覚

海
外

ブ
ラ

ン
ド

品
（
イ

タ
リ

ア
）

ワ
ン

レ
ン

&
ボ

デ
ィ

コ
ン

／
イ

ン
ポ

ー
ト

ブ
ラ

ン
ド

1
9
8
9

昭
和

天
皇

崩
御

（
昭

和
の

終
焉

＝
平

成
元

年
)

デ
ィ

ス
コ

大
盛

況
大

学
・
短

大
卒

の
新

規
女

子
就

職
者

数
，

初
め

て
男

子
を

上
回

る
高

級
化

す
る

消
費

市
場

に
対

応
す

る
た

め

宇
野

内
閣

成
立

➠
海

部
内

閣
成

立
へ

み
つ

ぐ
君

、
ア

ッ
シ

ー
君

／
お

局
百

貨
店

の
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
相

次
ぐ

ベ
ル

リ
ン

の
壁

崩
壊

「
ヤ

ン
エ

グ
」
、

「
お

や
じ

ギ
ャ

ル
」

一
般

消
費

税
導

入
お

た
く
族

→
オ

タ
ッ

キ
ー

女
子

高
生

コ
ン

ク
リ

ー
ト

づ
め

殺
人

ゲ
ー

ム
ボ

ー
イ

、
カ

ラ
オ

ケ
成

田
離

婚
　

セ
ク

ハ
ラ

「
セ

ル
シ

オ
」
　

「
テ

ィ
フ

ァ
ニ

ー
」

1
9
9
0

イ
ラ

ク
軍

ク
ウ

ェ
ー

ト
侵

攻
ス

ー
パ

ー
フ

ァ
ミ

コ
ン

三
高

（
身

長
，

学
歴

，
収

入
）

バ
ブ

ル
崩

壊
大

平
健

『
豊

か
さ

の
精

神
病

理
』

西
ド

イ
ツ

が
東

ド
イ

ツ
を

編
入

し
，

国
家

統
一

を
実

現
ヒ

ー
リ

ン
グ

　
オ

ヤ
ジ

ギ
ャ

ル
，

ア
ッ

シ
ー

く
ん

他
者

と
の

心
理

的
葛

藤
を

嫌
い

、
商

品
の

カ
タ

ロ
グ

の
な

か
で

自
己

を
人

格
化

し
Ｊ
Ｒ

東
海

＜
ク

リ
ス

マ
ス

エ
ク

ス
プ

レ
ス

＞

1
9
9
1

ソ
連

崩
壊

　
バ

ブ
ル

崩
壊

『
東

京
ラ

ブ
ス

ト
ー

リ
ー

』
　

バ
ツ

イ
チ

て
い

く
人

々
を

「
モ

ノ
語

り
」
と

表
現

す
る

。
人

付
き

合
い

や
自

分
自

身
も

モ
ノ

化
す

Ｊ
Ｒ

東
海

＜
日

本
を

休
も

う
＞

宮
沢

内
閣

成
立

家
庭

用
フ

ァ
ッ

ク
ス

、
携

帯
電

話
る

→
豊

か
な

社
会

に
生

き
る

う
え

で
社

会
適

応
し

て
い

る
と

筆
者

は
考

え
る

1
9
9
2

東
京

佐
川

急
便

事
件

も
つ

鍋
ア

ニ
メ

「
ク

レ
ヨ

ン
し

ん
ち

ゃ
ん

」
リ

ス
ト

ラ
の

増
加

牛
肉

・
オ

レ
ン

ジ
の

輸
入

自
由

化
学

習
指

導
要

綱
の

全
面

改
正

・
実

施
全

国
の

公
立

学
校

で
週

5
日

制
導

入
P

K
O

協
力

法
成

立
1
9
9
3

皇
太

子
さ

ま
、

雅
子

さ
ん

の
結

婚
の

儀
ジ

ュ
リ

ア
ナ

東
京

ポ
ケ

ベ
ル

が
中

高
生

に
普

及
J
リ

ー
グ

開
幕

細
川

連
立

内
閣

成
立

コ
ギ

ャ
ル

　
ヤ

ン
マ

マ
採

用
内

定
取

り
消

し
　

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
1
9
9
4

羽
田

内
閣

成
立

➠
村

山
連

立
内

閣
成

立
『
2
9
歳

の
ク

リ
ス

マ
ス

』

関
西

国
際

空
港

開
港

1
9
9
5

阪
神

大
震

災
W

in
do

w
s9

5
、

P
H

S
小

室
哲

哉
プ

ロ
デ

ュ
ー

ス
曲

流
行

地
下

鉄
サ

リ
ン

事
件

ス
ノ

ー
ボ

ー
ド

小
室

哲
哉
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1
9
9
6
狂
牛
病
騒
動

コ
ギ
ャ
ル
→
安
室
奈
美
恵
／
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス

プ
リ
ン
ト
倶

楽
部

（
プ
リ
ク
ラ
）
が

若
者

た
ち
の

間
で
流

行
O
-
1
5
7
発
生

援
助
交
際

安
室
奈
美
恵
人
気
→
ミ
ニ
ス
カ
、
厚
底
ブ
ー
ツ
が
流
行

橋
本

内
閣

成
立

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

東
京
三
菱
銀
行
発
足

プ
リ
ク
ラ
／

ア
ム
ラ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

E
メ
ー
ル

1
9
9
7
児
童
連
続
殺
傷
事
件

た
ま
ご
っ
ち

M
D
プ
レ
ー
ヤ
ー

消
費

税
５
％

ス
タ
ー
ト
／

金
融

機
関

の
破

綻
相

次
ぐ

ポ
ケ
ッ
ト
モ
ン
ス
タ
ー

1
9
9
8
長

野
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

『
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
』

1
0
0
円

シ
ョ
ッ
プ
人

気
和

歌
山

毒
入

り
カ
レ
ー
事
件

新
規

格
軽

自
動

車
　
「
勝

ち
組

／
負

け
組

」

1
9
9
9

改
正

労
働

者
派

遣
施

行
（
派

遣
業

種
の

原
則

自
由

化
）

カ
リ
ス
マ
美

容
師

Iモ
ー
ド
（
N
T
T
ド
コ
モ
）
普

及
2
0
0
0
雪
印
乳
業
食
中
毒
事
件

オ
ッ
ハ
ー

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
ユ
ニ
ク
ロ
が
若
者
の
間
で
人
気

新
潟

少
女

監
禁

事
件

ジ
コ
チ
ュ
ー
（
自

己
中

心
）

コ
ン
サ

バ
ス
タ
イ
ル

　
パ

ラ
パ

ラ
介
護
保
険
制
度
開
始

ミ
レ
ニ
ア
ム

2
0
0
1
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

い
じ
め
自

殺
が

社
会

問
題

化
、
不

登
校

の
児

童
生

徒
数

が
増

加

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

浜
崎
あ
ゆ
み
人
気

（
2
0
0
1
年

ピ
ー
ク
）

開
業

小
型
車
「
フ
ィ
ッ
ト
」
（
ホ
ン
ダ
）

ロ
ー
ラ
イ
ズ
ジ
ー
ン
ズ

2
0
0
2
サ
ッ
カ
ー
W
杯
日
韓
共
同
開
催

プ
チ
整
形
、
イ
ケ
メ
ン

カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話

2
0
0
3
六
本
木
ヒ
ル
ズ
オ
ー
プ
ン

レ
ッ
グ
ウ
ォ
ー
マ
ー

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
セ
レ
ブ

2
0
0
4
改
正
労
働
者
派
遣
法
施
行

IP
A
D
、
映
画
「
電
車
男
」
　

IP
A
D

勝
ち
組

、
負

け
犬

自
己

責
任

、
萌

え
　
ヨ
ン
様

脳
ト
レ
関
連
商
品

2
0
0
5

「
レ
ク
サ
ス
」
発
売

格
差
社
会
、
下
流
社
会

格
差

社
会

、
ブ
ロ
グ
、
ヒ
ル

ズ
族

2
0
0
6
日

本
郵

政
公

社
発

足
　
ラ
イ
ブ
ド
ア
事

件
軽

自
動

車
人

気
、
品

格
い
じ
め
を
苦

に
自

殺
相

次
ぐ

安
倍
内
閣
発
足

プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル

ワ
ン
セ
グ
、
着
う
た
フ
ル
、
脳
ト
レ

軽
自
動
車
人
気

合
併
に
よ
り
三
菱
東
京
U
F
J
銀
行
が
発
足

「
レ
ク
サ
ス
Ｌ
Ｓ
４
６
０
」
発
売

格
差
社
会

「
お
サ

イ
フ
ケ
ー
タ
イ
」
、
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー

2
0
0
7
食
品
偽
装
が
相
次
ぐ

D
V
D
『
ビ
リ
ー
ズ
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
」

ゲ
ー
ム
機
ソ
フ
ト
「
W
ii」
　
動
画
投
稿
サ
イ
ト

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
／
K
Y
／
男
性
用

化
粧
品

2
0
0
8
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問

題
、
原

油
高

騰
ユ
ニ
ク
ロ
、
H
&
M
、
ア
ラ
フ
ォ
。

ゆ
る
キ
ャ
ラ
、
婚

活
2
0
0
9
鳩
山
連
立
内
閣
が
発
足

裁
判
員
制
度
施
行

脳
死

を
人

の
死

と
認

め
る
改

正
臓

器
移

植
法

が
成

立
2
0
1
0
菅
直
人
新
内
閣
発
足

イ
ク
メ
ン
、
無
縁
社
会

尖
閣
諸
島
沖
の
中
国
漁
船
衝
突
事
件
の
映
像
流
出

電
気

自
動

車
、
L
E
D
電

球
高
校
無
償
化
法
案
成
立
,子

供
手
当
て
支
給
開
始

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
プ
リ
ウ
ス
、
フ
ィ
ッ
ト
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
）

2
0
1
1
野
田
首
相
が
T
P
P
交
渉
へ
の
参
加
を
表
明

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン

東
日
本
大
震
災

2
0
1
2
「
復
興
庁
」
が
発
足
　
　
「
日
本
維
新
の
会
」
が
発
足

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」

京
都

大
学

の
山

中
伸

弥
教

授
に
ノ
ー
ベ
ル

授
賞

決
定

「
ワ
イ
ル
ド
だ
ろ
ぉ
」
、
ｉＰ
Ｓ
細
胞
、

2
0
1
3
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
効
果
に
よ
っ
て
景
気
回
復

ソ
ニ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
、
東

芝
が

４
Ｋ
テ
レ
ビ
を

相
次
ぎ
発
売

「
Ｌ
ＩＮ

Ｅ
」
世
界
登
録
者
数
が
3
億
人
突
破

2
0
1
4
消
費
税
率
が
5
％
か
ら
8
％
に
引
き
上
げ

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
エ
ボ
ラ
出
血
熱
で
緊
急
事
態
宣
言

2
0
2
5
年
問
題

2
0
1
5
選
挙
権
1
8
歳
に
引
き
下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法
が
成
立

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
法
施

赤
い
口
紅
の
売
れ
行
き
好
調

北
陸
新
幹
線

2
0
1
6
主

要
国

首
脳

会
議

（
Ｇ
7
）
「
伊

勢
志

摩
サ

ミ
ッ
ト
」
開

催
ゲ
ス
不
倫
、
P
P
A
P

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
ス
タ
ー
ト

歩
き
ス
マ
ホ

保
育
園
落
ち
た
日
本
死
ね

2
0
1
7
安
倍
首
相
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
初
の
首
脳
会
談

イ
ン
ス
タ
映
え
　
３
５
億
、
忖
度

天
皇
退
位
特
例
法
が
成
立

2
9
連
勝
（
藤
井
フ
ィ
ー
バ
ー
）

2
0
1
8
金

融
商

品
取

引
法

違
反

容
疑

で
日

産
自

動
車

の
そ
だ
ね
ー
、
e
ス
ポ
ー
ツ

カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
会
長
ら
代
表
取
締
役
2
人
を
逮
捕

西
日
本
豪
雨

2
0
1
9
新
天
皇
陛
下
が
即
位
。
「
令
和
」
に
改
元
(5
.1
)

免
許
返
納
、
闇
営
業
、
令
和
、

日
韓

関
係

が
悪

化
　
コ
ロ
ナ
感

染
状

況
悪

化
ウ
ー
バ

ー
イ
ー
ツ

2
0
2
0
菅

総
理

就
任

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
感

染
状

況
悪

化
鬼

滅
の

刃
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